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発　　行

三斎流九曜会
会長　小林祥泰

事務局　出雲市今市町53

　６０年に１度の遷座祭奉祝
行事に宗浦家元様が御献茶奉
納され、三斎流にとりまして
この上もない慶びであり、
家元様に対し会員一同心より
お祝い申し上げます。

平
成
の
大
遷
宮
奉
祝

家
元
森
山
宗
浦
宗
匠
御
献
茶
奉
納

三斎流献茶・奉納舞の家元様、桜間様

奉納舞 金春流シテ桜間右陣様お抜いが済みこれからお献茶点前ですお献茶点前を始められる家元様
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御
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奉
祝
行
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島
根
県
知
事
様
は
じ
め

　

沢
山
の
来
賓
の
方
々
を
お
迎
え
し
盛
大
に

　

今
年
度
は
道
場
築
五
十
周
年
と
い
う
誠
に
記
念
す
べ
き
年
に
当
り
、奇
し
く
も
出
雲

大
社「
平
成
の
大
遷
宮
」六
十
年
に
一
度
の
御
修
造「
本
殿
遷
座
祭
」と
同
年
に
慶
祝
行

事
を
執
り
行
う
と
い
う
こ
と
は
三
斎
流
に
と
り
ま
し
て
誠
に
光
栄
で
あ
り
、こ
の
上
も

な
い
慶
び
で
あ
り
ま
す
。こ
の
慶
事
を
心
に
刻
み
会
員
一
同
三
斎
流
発
展
と
隆
盛
を
願

う
記
念
の
茶
会
と
な
り
ま
し
た
。

観
翠
庵
道
場

■　

日 

時 

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
五
日
㈯

■　

会 

場 

観
翠
庵
道
場
・
ホ
テ
ル
武
志
山
荘

築
五
十
周
年
記
念
茶
会
を
開
催

濃茶席床飾り　50年の歴史を感じる

床　
　

細
川
重
賢
公
御
筆
一
行　
「
後
庭
花
」

書院 新畳に青竹の結界がすっきりと

桜間様、溝口知事様、佐々木県議、江田会頭様濃茶席にて

席
入
り
前
に

富
士
の
間
に
て

お
菓
子
を
召
し
上
が
っ
て
頂
く

（
紅
白
上
用
・い
し
は
ら
製
）

一畑寺管長様他来賓の方々濃茶の水屋は私達にお任せ下さい！

後見 家元様
お点前 松尾牧子さん
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薄
茶
席
〈
山
茶
花
の
間
〉

点
心
席
〈
三
階
大
広
間
〉
ホ
テ
ル
武
志
山
荘

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

　
　

 

道
場
の
一
部
改
修
工
事
を
実
施

壁周辺修理・新畳替えした松霞亭

清 し々い緑に白塀がみごとに映えて

改修された白塀が爽やかな
護立公御筆「忘路」　忘路軒

遠路東京、京都方面より
華やいだ雰囲気の点心席

遠路名古屋方面より 薄茶席はやや和やかな雰囲気

壁周辺の手入れ　忘路軒入口門

　

記
念
の
改
修
工
事
が
無
事
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

白
壁
の
塀
、清
々
し
い
青
畳
、新
緑
の
四
ツ
目
垣
、等
々
立
派
に
整
っ
た
道
場
に
て　

厳
粛
且
つ

盛
大
に
開
催
出
来
ま
し
た
こ
と
は　

会
員
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
ご
協
力
の
賜
も
の
と
衷
心

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

主な改修工事内容
■ 塀改修・新畳替、表替
■ 四ツ目垣・トイレ改修
■ 白蟻駆除・障子貼替・造園他

50周年記念
楽山窯 数茶盌
50個購入

ご寄贈賜る
九曜紋入り幕2張り
小林会長様より
ご寄贈頂きました
御礼申し上げます御礼申し上げます

床　
　

細
川
怡
圓
公　

千
宗
左
合
筆　

松
竹
梅 

二 

寿
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◆
名
香
木
の
香
り

　

天
下
の
名
香
と
言
え
ば
、
正
倉
院
に

伝
来
す
る
「
蘭
奢
待
」
で
あ
る
が
、
そ

れ
に
劣
ら
ぬ
名
香
木
が
細
川
家
に
伝

わ
っ
て
い
る
。

　

最
近
、
旧
友
か
ら
昭
和
四
十
九
年
十

月
二
十
七
日
東
京
椿
山
荘
で
開
か
れ
た

細
川
三
斎
公
三
百
三
拾
年
忌
記
念
茶
会

の
会
記
を
頂
い
た
が
、
会
記
に
は

・
主　
　

細
川
護
貞

・
導
師　

山
田
無
文
老
師

・
献
茶　

出
雲
観
翠
庵　

森
山
祥
山

・
献
香　

東
京
聴
松
庵　

高
樋
宗
其

・
香　
　

勅
銘　

白
菊　

細
川
家
伝
来

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
先
立
っ
て
、
昭
和
二
十
九
年

東
京
国
立
博
物
館
で
細
川
三
斎
公
三
百

十
年
忌
記
念
茶
会
が
開
催
さ
れ
、
高
桐

院
の
上
田
義
山
老
師
が
導
師
と
な
り
名

香
「
白
菊
」
の
香
り
が
場
内
に
あ
ふ
れ

る
中
で
観
翠
庵
森
山
祥
山
宗
匠
が
御
献

茶
の
ご
奉
仕
を
行
い
・
そ
の
功
に
よ
り

細
川
護
貞
公
よ
り
三
斎
流
家
元
の
認
可

を
賜
っ
て
い
る
。
祥
山
宗
匠
は
、
二
度

に
わ
た
っ
て
名
香
「
白
菊
」
の
香
る
中

で
御
献
茶
の
ご
奉
仕
を
行
っ
て
お
り
、

三
斎
流
に
と
っ
て
は
忘
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
記
念
す
べ
き
名
香
で
あ
る
。

　

そ
の
名
香
木
が
「
細
川
忠
興
と
香

木
・
蒔
絵
香
道
具
展
」
と
題
し
て
永
青

文
庫
で
開
催
さ
れ
る
と
知
っ
て
、
筆
者

は
平
成
二
十
四
年
の
初
夏
、
久
方
ぶ
り

に
武
蔵
野
の
面
影
を
今
も
留
め
る
東
京

目
白
台
の
永
青
文
庫
を
訪
ね
た
。

　

展
示
の
中
心
は
言
う
ま
で
も
な
く
天

下
の
名
香
木
「
白
菊
」
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
想
像
以
上
に
大
き
い
携
帯
用
の
枕

に
も
利
用
で
き
そ
う
な
沈
香
と
言
わ
れ

る
香
木
で
あ
っ
た
。
沈
香
は
文
字
通
り

水
に
沈
む
重
い
も
の
で
、
中
で
も
最
上

質
の
も
の
が
伽
羅
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

「
白
菊
」
は
伽
羅
で
あ
る
。

◆
香
木
の
歴
史

　

推
古
天
皇
三
年
、
淡
路
島
の
海
岸
に

大
き
な
流
木
が
漂
着
し
島
人
が
火
に
焚

い
た
と
こ
ろ
遠
く
迄
香
煙
が
香
り
、
驚

い
た
人
々
が
朝
廷
に
献
上
し
た
の
が
、

わ
が
国
の
香
木
の
歴
史
の
始
ま
り
で
あ

る
と
日
本
書
紀
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

香
木
に
は
沈
水
香
（
沈
香
）
と
白
壇

な
ど
栴
壇
系
の
樹
木
の
二
系
統
が
あ

る
。
沈
香
は
東
南
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
に

生
産
す
る
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
の
常
緑
樹

で
木
そ
の
も
の
に
芳
香
は
な
い
が
、
幹

の
傷
な
ど
に
よ
っ
て
樹
脂
が
し
み
出
し

て
沈
着
し
、
そ
の
木
が
長
年
地
中
に
埋

も
れ
る
な
ど
し
て
変
質
、
硬
く
て
黒
い

香
木
と
な
る
偶
然
の
産
物
で
希
少
価
値

が
高
い
。
一
方
の
白
檀
な
ど
栴
壇
系
の

も
の
は
、
木
そ
の
も
の
が
香
り
特
に
中

心
部
の
材
が
珍
重
さ
れ
て
い
る
。

　

香
に
は
、
仏
前
に
供
え
る
「
供
香
」

部
屋
や
着
物
に
香
り
を
つ
け
る
「
空
だ

き
」
香
り
そ
の
も
の
を
楽
し
む
「
玩

香
」
の
三
種
類
が
あ
る
。

　

仏
教
の
伝
来
と
と
も
に
、
仏
を
供
養

す
る
た
め
に
香
を
焚
く
よ
う
に
な
る
が

香
は
、
儀
式
の
場
を
清
め
る
と
き
に
も

使
わ
れ
た
。
平
安
時
代
に
入
る
と
生
活

の
中
に
も
入
っ
て
貴
族
は
、
室
内
や
衣

類
等
に
香
を
焚
き
し
め
て
香
り
を
楽
し

ん
だ
。
源
氏
物
語
に
は
、
香
に
ま
つ
わ

る
話
が
た
び
た
び
登
場
し
て
い
る
。

　

王
朝
貴
族
か
ら
武
家
の
世
に
な
る
と

香
の
文
化
に
も
変
化
が
見
ら
れ
、
香
は

力
の
象
徴
に
な
っ
て
い
く
。
貴
重
な
名

香
を
手
に
入
れ
銘
を
付
け
る
こ
と
が
権

力
の
証
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

足
利
義
満
や
織
田
信
長
は
、
正
倉
院

伝
来
の
名
香
「
蘭
奢
待
」
を
取
り
切
っ

て
力
を
誇
示
し
、
婆
娑
羅
大
名
と
し
て

知
ら
れ
る
佐
々
木
道
誉
は
、
花
見
の
宴

で
高
価
な
香
木
を
大
量
に
焚
い
て
人
々

を
仰
天
さ
せ
た
と
い
う
。
徳
川
家
康
も

南
ベ
ト
ナ
ム
や
タ
イ
の
王
国
に
手
紙
を

出
し
て
伽
羅
を
求
め
、
多
く
の
香
木
を

所
有
し
て
い
た
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
香
は
、
上
流
子

女
の
た
し
な
み
の
一
つ
と
な
り
数
種
類

の
香
を
焚
い
て
香
り
を
聞
き
、
同
じ
香

り
を
当
て
る
組
香
が
流
行
し
、
豪
華
な

香
道
具
が
作
ら
れ
た
。

　

永
青
文
庫
の
展
示
場
で
は
、
細
川
家

に
関
わ
る
女
性
が
所
有
し
て
い
た
贅
を

尽
く
し
た
香
道
具
の
数
々
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
。

◆
香
道
「
志
野
流
」
「
御
家
流
」

　

足
利
義
政
か
ら
香
木
の
整
理
分
類
を

命
じ
ら
れ
た
志
野
宗
信
は
、
産
地
や
香

り
に
よ
っ
て
「
六
国
五
味
」
に
香
木
を

分
類
し
、
香
を
聞
く
作
法
を
体
系
化
し

て
香
道
「
志
野
流
」
を
開
い
た
。

　

宗
信
の
香
の
師
が
、
公
家
の
三
条
西

実
隆
で
和
歌
や
古
典
に
通
じ
古
今
伝
授

を
受
け
た
文
化
人
で
足
利
義
政
と
親
交

が
あ
り
香
道
「
御
家
流
」
の
祖
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
流
派
が
現
在
ま

で
続
い
て
い
る
。

◆
細
川
三
斎
公
と
「
白
菊
」

　

細
川
家
に
伝
来
す
る
香
木
「
白
菊
」

は
、
最
も
上
質
な
伽
羅
と
呼
ば
れ
る
沈

香
の
香
木
で
細
川
忠
興
（
三
斎
）
が
入

手
し
た
も
の
で
、
納
め
る
外
箱
の
蓋
に

「
寛
永
元
年
伽
羅
白
菊
名
之
」
と
書
か

れ
て
い
る
。

　

当
時
、
武
将
間
で
は
香
道
が
流
行
し

大
名
達
は
東
南
ア
ジ
ア
産
の
香
木
伽
羅

ら
ん
じ
ゃ
た
い

じ
ん
こ
う

き
ゃ
ら

じ
ん
す
う
こ
う

せ
ん
だ
ん

く
こ
うが

ん

こ
う

あ
か
し

ば　

さ　

ら

さ
ね
た
か

香木「白菊」（伽羅）

和
田 

貞
夫

三
斎
流
と

　
天
下
の
名
香「
白
菊
」

三
斎
流
と

　
天
下
の
名
香「
白
菊
」

三
斎
流
と

　
天
下
の
名
香「
白
菊
」
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を
競
っ
て
求
め
た
。
忠
興
も
家
臣
を
長

崎
に
送
っ
て
買
い
求
め
よ
う
と
し
た

が
、
伊
達
政
宗
の
家
臣
と
競
い
合
い
と

な
り
、
こ
の
競
争
に
勝
っ
て
入
手
し
た

の
が
名
香
木
「
白
菊
」
で
あ
る
。
こ
の

辺
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
明
治
の
文
豪
森
鴎

外
が
「
興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書
」
と

い
う
小
説
に
著
述
し
て
い
る
。

◆
「
興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書
」

　

明
治
四
十
五
年
、
明
治
天
皇
崩
御
と

乃
木
希
典
大
将
の
切
腹
自
刃
に
よ
る
殉

死
事
件
が
、
封
建
社
会
に
お
け
る
純
粋

な
日
本
的
武
士
道
行
為
と
し
て
森
鴎
外

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
小
説
「
興
津

弥
五
右
衛
門
の
遺
書
」
を
書
か
せ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　

細
川
忠
興
の
命
を
受
け
た
家
臣
の
沖

津
弥
五
右
衛
門
と
横
田
清
兵
衛
の
二
人

が
長
崎
へ
伽
羅
の
香
木
を
買
い
に
行
く

が
、
同
じ
伽
羅
を
伊
達
政
宗
の
命
に

よ
っ
て
買
い
に
来
た
仙
台
藩
の
家
臣
と

競
い
合
い
と
な
り
、
香
木
の
値
が
上

が
っ
て
し
ま
う
。

　

弥
五
右
衛
門
は
、
大
金
を
投
じ
て
で

も
主
命
に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
買

う
と
す
る
が
、
清
兵
衛
は
武
具
な
ら
い

ざ
知
ら
ず
炉
に
く
べ
る
木
ぎ
れ
に
大
金

を
投
ず
る
の
は
ど
う
か
と
反
対
す
る
。

言
い
争
っ
た
結
果
、
弥
五
右
衛
門
は
清

兵
衛
を
切
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
う
し
て
伽
羅
を
手
に
入
れ
た
弥
五

右
衛
門
は
帰
っ
て
主
君
忠
興
に
事
の
顛

末
を
報
告
し
、
主
命
大
切
と
言
い
な
が

ら
家
臣
一
人
を
討
ち
果
た
し
た
の
で
切

腹
を
願
い
出
る
。
し
か
し
、
忠
興
は
願

い
を
許
さ
ず
彼
の
忠
義
を
た
た
え
、
沖

津
を
興
津
と
す
る
様
に
と
忠
興
の
一
字

を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
弥
五
右
衛
門
は
、
忠
興
の

没
後
十
三
年
忌
に
高
桐
院
の
墓
前
に
詣

で
切
腹
、
殉
死
し
た
。

　

こ
の
小
説
の
執
筆
以
後
、
鴎
外
は
歴

史
小
説
の
世
界
へ
進
み
「
高
瀬
舟
」

「
山
椒
大
夫
」
等
の
名
作
を
発
表
す

る
。
中
で
も
「
阿
部
一
族
」
で
は
、
細

川
家
の
殉
死
事
件
を
題
材
と
し
、
「
初

音
」
と
い
う
名
香
が
登
場
す
る
。
細
川

忠
利
の
死
に
対
し
殉
死
が
禁
じ
ら
れ
た

の
に
阿
部
弥
一
右
衛
門
が
切
腹
し
て
事

件
と
な
り
、
竹
内
数
馬
が
髪
に
忠
利
拝

領
の
初
音
の
香
を
炊
き
込
ん
で
、
阿
部

家
へ
討
ち
入
り
す
る
の
で
あ
る
。

◆
一
木
三
銘
の
名
香
木

　

入
手
し
た
伽
羅
の
香
木
に
忠
興
は
、

次
の
和
歌
に
因
ん
で
「
白
菊
」
と
命
銘

し
た
。

　

た
ぐ
ひ
あ
り
と
誰
か
は
い
は
ん

　
　

末
匂
ふ　

秋
よ
り
後
の
白
菊
の
花

　

寛
永
三
年
、
後
水
尾
天
皇
の
二
条
城

行
幸
の
際
、
忠
興
は
「
白
菊
」
の
一
部

を
切
り
取
っ
て
献
上
し
た
が
、
天
皇
は

早
速
和
歌
の
中
か
ら
「
初
音
」
の
名
を

と
り
命
銘
さ
れ
た
と
い
う
。

　

き
く
度
に
珍
し
け
れ
ば
郭
公

　
　

い
つ
も
初
音
の
心
地
こ
そ
す
れ　

　

ま
た
、
忠
興
の
子
忠
利
は
、
香
木
入

手
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
伊
達
政
宗
に

も
一
部
を
譲
っ
た
が
、
政
宗
は
こ
の
香

木
に
次
の
和
歌
に
因
ん
で
「
柴
舟
」
と

銘
し
た
。

　

世
の
中
の
憂
き
を
身
に
つ
む
柴
舟
や

　
　

た
か
ぬ
さ
き
よ
り
こ
が
れ
行
ら
ん

　

こ
う
し
て
一
本
の
香
木
に
「
白
菊
」

「
初
音
」
「
柴
舟
」
と
三
つ
の
銘
が
付

け
ら
れ
、
一
木
三
銘
の
名
香
木
と
称
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

三
銘
の
他
に
、
「
ふ
じ
ば
か
ま
、

蘭
」
と
「
初
雁
」
の
銘
も
あ
っ
て
、
そ

の
中
の
一
つ
を
入
れ
て
一
木
四
銘
と
い

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

命
銘
者
と
銘
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い

て
は
諸
説
あ
っ
て
、
森
鴎
外
の
小
説
で

は
忠
興
が
「
初
音
」
後
水
尾
天
皇
が

「
白
菊
」
と
命
銘
し
た
と
書
か
れ
て
い

る
が
、
細
川
家
の
資
料
で
は
、
は
っ
き

り
と
忠
興
が
「
白
菊
」
と
銘
し
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
鴎
外
が
天
皇

に
敬
意
を
表
し
て
記
述
し
た
も
の
と
推

測
し
て
い
る
。

　

椿
山
荘
で
の
記
念
茶
会
の
会
記
に

は
、
香
・
細
川
家
伝
来
、
勅
名
「
白

菊
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
外
箱
の
蓋
に

は
、
「
寛
永
元
年
白
菊
名
之
」
と
書
か

れ
て
お
り
後
水
尾
天
皇
へ
の
献
上
は
寛

永
三
年
で
あ
っ
た
。

◆
「
白
菊
」
の
香
り

　

名
香
木
「
白
菊
」
は
、
大
き
な
錫
製

の
筒
箱
に
納
め
ら
れ
四
百
年
に
わ
た
っ

て
細
川
家
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
筒
箱

の
蓋
裏
の
記
録
を
見
る
と
、
多
く
の
人

に
一
部
が
切
り
取
ら
れ
て
譲
ら
れ
、
焚

か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

・
寛
政
十
二
年　
　

田
安
家

・
文
化　

二
年　
　

島
津
家

・
文
政
十
一
年　
　

井
伊
家

・
明
治
四
十
四
年　

細
川
家
一
門
興
増

・
昭
和
二
十
四
年　

昭
和
天
皇
熊
本
県

行
幸
の
際
、
八
代
の
松
井
邸
に
天

皇
を
お
迎
え
し
、
細
川
護
貞
公
が

一
部
を
切
り
取
っ
て
焚
い
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。

　

展
示
場
の
学
芸
員
の
説
明
で
は
、
昭

和
二
十
四
年
の
切
り
取
り
が
最
後
で
す

と
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
二
度
の
細
川

三
斎
公
遠
忌
の
記
念
茶
会
で
焚
か
れ
た

香
は
、
こ
の
時
に
切
り
取
ら
れ
た
一
部

か
と
思
わ
れ
る
。

　

細
川
護
貞
公
は
、
今
で
も
蓋
を
開
け

る
と
、
さ
わ
や
か
な
香
り
が
漂
う
と

語
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
展
示
場
で
は
筒

箱
か
ら
出
さ
れ
た
「
白
菊
」
を
直
接
拝

観
す
る
こ
と
は
で
き
た
け
れ
ど
、
ガ
ラ

ス
ケ
ー
ス
の
中
に
納
め
ら
れ
て
い
て
残

念
な
が
ら
筆
者
は
、
香
り
を
聞
く
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
筆
者
が
、
ど
ん
な

香
り
が
し
ま
す
か
と
尋
ね
る
と
、
学
芸

員
は
「
そ
れ
自
体
は
、
ほ
と
ん
ど
香
ら

ず
焚
い
て
み
な
い
と
香
り
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
さ
わ
や
か
な
香
り
が
漂
う
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。」と
の
説
明
で
あ
っ

た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

に
包
ま
れ
た
名
香
「
白
菊
」
の
香
り
が

漂
う
中
で
、
二
度
に
わ
た
っ
て
御
献
茶

の
御
奉
仕
を
さ
れ
た
祥
山
宗
匠
の
胸
中

に
去
来
し
た
も
の
は
、
如
何
様
な
も
の

で
あ
っ
た
ろ
う
か
と
、
名
香
を
目
前
に

し
て
筆
者
は
憶
測
を
巡
ら
し
な
が
ら
、

永
青
文
庫
を
後
に
し
た
。

　

三
斎
流
と
名
香
「
白
菊
」
は
、
実
に

奥
深
い
御
縁
で
あ
っ
て
、
細
川
忠
興
公

（
三
斎
）
を
流
祖
と
す
る
茶
の
湯
の
修

業
を
志
す
者
に
と
っ
て
光
栄
こ
の
上
も

な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

頂
い
た
会
記
を
手
に
し
な
が
ら
、
一

度
だ
け
で
も
「
白
菊
」
の
香
り
を
聞
い

て
見
た
い
と
、
し
み
じ
み
と
追
憶
に
ふ

け
っ
た
次
第
で
あ
る
。

目白台の永青文庫



（6）三斎流九曜会だより
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
二
日
㈰

ホ
テ
ル
武
志
山
荘

　

平
成
二
十
四
年
度
総
会
が
会
員
一
〇

二
人
の
出
席
の
下
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。
会
長
様
、
宗
浦
家
元
様
の
ご
挨
拶

に
続
き
二
十
三
年
度
の
事
業
及
び
決
算

報
告
、
二
十
四
年
度
の
事
業
計
画
、
予

算
書
の
審
議
が
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　

二
階
山
茶
花
の
間
で
薄
茶
席
を
直
門

が
担
当
し
た
。

　

午
後
は
最
初
に
尚
子
先
生
よ
り
金
春

流
能
楽
師
櫻
間
右
陣
様
の
紹
介
が
あ
り

続
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演
内
容

に
つ
い
て
は
後
日
講
演
特
集
号
を
発
行

す
る
予
定
。

担
当　

直
門

平
成
二
十
四
年
九
月
三
十
日
㈰

 

献
茶
式 　

午
前
十
時
よ
り 

於
・
本
殿

北
島
国
造
家　

奥
書
院

来
客
者
数　

一
七
九
名

【
濃
茶
席
】

　

お
茶
の
道
に
い
る
人
ば
か
り
お
迎
え

で
き
て
、
隅
々
に
目
を
配
ら
れ
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
会
話
は
な

く
て
も
そ
れ
と
な
く
以
心
伝
心
有
り
充

実
し
た
思
い
で
し
た
。
水
屋
方
と
お
運

び
の
方
と
の
連
携
も
上
手
に
い
き
穏
や

か
な
い
た
わ
り
合
い
も
あ
り
、
よ
い
一

日
で
し
た
。

担
当　

山
本
社
中

【
薄
茶
席
】

北
島
国
造
館　

亀
山
会
館

参
加
者
数　

二
三
〇
名

　

台
風
十
七
号
で
雨
、
茶
席
担
当
辰
村

入
院
中
で
あ
り
、
準
備
、
展
示
品
に
つ

い
て
は
先
生
よ
り
の
指
示
を
い
た
だ
い

た
。
子
供
茶
道
の
席
入
り
が
あ
り
和
や

か
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
水
屋
の
施
設

は
勝
手
が
よ
く
感
謝
し
ま
し
た
。

担
当　

辰
村
社
中

平
成
二
十
四
年
十
月
六
日
・
七
日

松
江
城
山
公
園

　

第
二
十
九
回
松
江
城
大
茶
会
が
十
月

六
・
七
日
に
十
一
流
派
合
同
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

特
に
今
年
は
、
松
江
城
城
山
公
園
や

松
江
歴
史
館
の
他
に
赤
山
茶
道
会
館
も

会
場
と
な
り
又
、
広
島
県
尾
道
市
の
速

水
流
光
明
寺
陣
幕
会
の
参
加
も
あ
り
賑

や
か
な
茶
会
と
な
り
ま
し
た　

当
流
は

席
主
が
森
山
典
子
先
生
で
直
門
が
担
当

致
し
ま
し
た
。
古
事
記
編
纂
一
三
〇
〇

年
を
記
念
し
神
話
博
し
ま
ね
が
開
催
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
縁
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
お
席
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
お
客

様
と
の
出
会
い
も
大
切
に
し
た
い
と
の

思
い
か
ら
席
を
向
か
い
合
わ
せ
に
配
置

し
、
ど
こ
か
ら
も
点
前
が
見
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
点
前
座
を
高
く
し
た
設
え

に
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

又
お
客
様
の
許
可
を
得
て
写
真
を
写

し
待
合
席
に
貼
付
す
る
こ
と
で
同
席
で

な
く
て
も
顔
見
知
り
の
方
を
見
つ
け
縁

を
深
め
る
と
い
っ
た
楽
し
み
も
持
っ
て

い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

二
日
目
は
、
一
瞬
で
ぬ
か
る
み
が
出

来
る
ほ
ど
の
大
雨
が
降
っ
た
り
し
ま
し

た
が
、
用
意
し
た
お
菓
子
が
足
ら
な
く

な
る
ほ
ど
の
盛
況
で
二
日
間
で
約
一
八

〇
〇
名
お
客
様
が
お
見
え
に
な
り
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。
お
客
様
か
ら
「
こ
こ

の
席
が
一
番
お
茶
を
美
味
し
く
感
じ
ま

し
た
」
「
素
敵
な
お
菓
子
が
出
る
と
聞

い
て
き
ま
し
た
」
「
と
て
も
心
地
よ
い

席
で
一
句
詠
み
ま
し
た
の
で
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
」
等
々
嬉
し
い
お
言
葉
を

頂
き
不
手
際
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
が
有
り
難
い
こ
と
で
し
た
。

佐
野
美
紀
子　

担
当　

直
門

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
㈰

平
田
本
陣
記
念
館

客
総
数　

三
四
〇
名

 

供
茶
式 　

午
前
十
時
よ
り

　

少
人
数
の
社
中
の
担
当
で
あ
り
家
族

及
び
他
社
中
の
応
援
を
い
た
だ
き
多
忙

で
は
あ
っ
た
も
の
の
ス
ム
ー
ズ
に
実
施

で
き
た
。

　

下
座（
次
の
間
）の
床
に「
会
記
」を
お

い
た
が
、道
具
の
説
明
を
求
め
ら
れ
席

入
が
続
く
た
め
繰
り
返
し
説
明
を
続
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

常
什
の
道
具
も
お
借
り
し
水
屋
の
設

備
も
と
て
も
良
か
っ
た
。

　

点
て
出
し
の
為
席
入
り
は
随
時
あ

り
、献
茶　

講
演
後
の
席
入
り
は
特
に

多
く
一
時
混
雑
し
た
。十
名
の
ス
タ
ッ

フ
で
は
ほ
と
ん
ど
手
を
休
め
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。担

当　

佐
藤
社
中
、沼
社
中

九
曜
会
総
会

○
出
雲
大
社
亀
山
茶
会

九
曜
会
事
業
報
告

 〈
平
成
二
十
四
年
七
月
〜
二
十
五
年
六
月
〉山茶花の間 薄茶席 宗育宗匠 小林会長

宗浦家元の御献茶

○
松
江
城
大
茶
会

○
十
六
善
神
を
偲
ぶ
会

細
川
光
尚
公
筆 

「
世
尊
拈
一
枝
花
」　
　
　
　

銘 むすぶ
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平
成
二
十
四
年
十
一
月
八
日
㈭

十
五
時
〜
二
十
一
時

出
雲
大
社 
お
く
に
が
え
り
会
館 

一
階

来
客
数（
席
入
り
・
点
て
出
し
）四
〇
〇
名

　

古
事
記
編
纂
一
三
〇
〇
年
の
記
念
行

事
と
し
て
、出
雲
か
が
り
舞
台
実
行
委

員
会
が
設
置
さ
れ
金
春
流
櫻
間
右
陣
家

元
が
新
作
能「
出
雲
」を
奉
納
さ
れ
る
に

当
た
り
、茶
席
が
設
営
さ
れ
た
。東
は
東

京
、西
は
熊
本
か
ら
と
多
く
の
遠
来
の

方
や
近
郊
の
皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
、お

茶
を
通
し「
ご
縁
」と「
絆
」を
頂
い
た
こ

と
に
感
謝
致
し
ま
し
た
。

　

神
苑
と
い
う
特
殊
な
会
場
で
の
準

備
、ウ
イ
ー
ク
デ
イ
で
あ
り
、担
当
者
不

足
が
心
配
で
し
た
が
、直
門
の
皆
さ
ま

に
応
援
し
て
い
た
だ
き
無
事
ご
奉
仕
出

来
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　
　

担
当　

山
田
社
中
、下
垣
社
中
、

　
　
　
　
　
　

加
儀
社
中
、大
野
社
中

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
四
日
㈯

九
時
〜
十
六
時

出
雲
文
化
伝
承
館

来
客
数　

約
三
三
〇
名

　

天
気
の
悪
い
中
、予
想
以
上
多
数
の

お
客
様
で
点
て
出
し
だ
け
な
の
に
、最

中
に
は
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
反
省
し
て
い
る
。

　

運
び
出
し
の
順
を
お
菓
子
を
先
に
出

し
て
後
で
お
茶
を
出
し
て
い
た
が
、そ

れ
だ
と
次
か
ら
次
と
お
客
様
が
入
れ
替

わ
っ
て
最
中
に
は
お
菓
子
が
ま
だ
な
の

か
、お
茶
が
ま
だ
な
の
か
分
か
ら
な
く

な
る
と
き
も
あ
り
、一
緒
に
出
し
た
方

が
良
か
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
の
茶
会
の
担
当
は
初
め
て
だ
っ
た

の
で
、い
ろ
い
ろ
準
備
を
す
る
も
の
や

客
入
り
の
様
子
な
ど
わ
か
ら
ず
少
々

困
っ
た
。前
回
ま
で
の
報
告
書
を
見
せ

て
も
ら
っ
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
と
反
省

し
て
い
る
。担

当　

広
沢
社
中
、福
間
社
中

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
日
㈰

　

法　

要　

道
場
書
院

　

濃
茶
席　

松
霞
亭

　

薄
茶
席　

富
士
の
間

【
濃
茶
席
】

　

昨
年
は
薄
茶
席
を
、今
年
は
濃
茶
席
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

掛
軸
は
細
川
怡
圓
公
筆
の「
香
風
」を

掛
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。八
角
一

閑
張
り
の
茶
入
れ
の
基
に
な
っ
た
尊
い

お
言
葉
で
す
。香
風
と
は
側
に
い
る
だ
け

で
そ
の
人
の
人
柄
や
気
風
が
漂
い
伝

わ
っ
て
く
る
と
い
う
深
い
意
味
を
知
り

と
て
も
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。銘「
国
神
」

の
竹
一
重
切
の
花
入
れ
に
は
紅
葉
一
枝

に
太
郎
庵
の
椿
を
生
け
て
お
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
当
日
の
朝
そ
の
ひ
と
ひ
ら
の

紅
葉
は
潤
い
を
失
い
か
け
て
い
る
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。茶
花
と
い
う
大
事
な
本

領
を
忘
れ
、姿
形
だ
け
に
目
を
奪
わ
れ
て

い
た
浅
は
か
さ
に
も
後
悔
が
残
り
ま
し

た
。又
濃
茶
は
お
茶
の
濃
さ
や
練
り
具
合

が
大
切
だ
と
思
い
試
し
な
が
ら
水
屋
の

方
の
稽
古
も
や
っ
て
い
た
つ
も
り
で
し

た
が
、不
加
減
な
お
茶
を
出
し
た
時
も

あ
っ
た
の
で
は
と
反
省
し
ま
し
た
。そ
し

て
お
菓
子
の「
初
雪
」も
迷
っ
た
挙
げ
句

の
銘
で
し
た
が
、素
朴
さ
に
欠
け
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
こ
れ
ら
の
経
験
を
活
か
し
、平
素

か
ら
の
稽
古
に
一
層
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。担

当　

杉
原
社
中

【
薄
茶
席
】

参
加
数　

六
十
二
名

　

観
翠
庵
道
場
の
書
院
に
流
祖
三
斎
公

の
尊
像
を
安
置
し
、菩
提
樹
と
茶
菓
を
お

供
え
し
、観
音
寺
朝
山
一
玄
師
に
よ
り
法

要
が
厳
修
さ
れ
般
若
心
経
、白
隠
禅
師
座

禅
和
讃
を
諷
誦
し
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

こ
の
日
は
三
斎
公
の
祥
月
命
日
に
当
た

り
思
い
を
一
層
深
く
し
ま
し
た
。

　

十
二
月
に
は
珍
し
く
小
春
日
和
に
恵

ま
れ
お
茶
会
が
続
く
中
六
十
名
を
超
え

る
お
参
り
が
あ
り
ま
し
た
。

担
当　

山
崎
社
中

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
四
日
㈰

出
雲
文
化
伝
承
館　

松
籟
亭

来
客
者
数　

五
五
二
名

　

全
責
任
を
一
人
で
担
っ
た
茶
会
は
初

め
て
で
道
具
の
組
み
合
わ
せ
、会
記
作
り

と
非
常
に
負
担
を
感
じ
気
を
も
み
ま
し

た
。一
番
席
に
宗
育
宗
匠
に
入
っ
て
い
た

だ
き
、「
シ
ン
プ
ル
で
気
持
ち
の
良
い
席

だ
っ
た
」と
の
お
言
葉
を
頂
き
気
持
ち
が

楽
に
な
り
ま
し
た
。道
具
に
こ
だ
わ
ら

ず
、持
っ
て
い
る
も
の
で
心
の
こ
も
っ
た

席
を
作
る
こ
と
が
大
切
と
初
め
て
感
じ

ま
し
た
。お
客
様
に
教
え
て
い
た
だ
き
ス

タ
ッ
フ
に
助
け
ら
れ
て
大
役
を
果
た
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

松
籟
亭
は
水
屋
が
広
く
設
備
が
充
実

し
て
お
り
作
業
が
楽
に
出
来
た
。

担
当　

加
茂
会
、野
々
村
社
中

○
古
事
記
一
三
〇
〇
年
記
念

出
雲
篝
舞
台
茶
席

○
出
雲
和
文
化
ま
つ
り

○
三
斎
忌

花入 新羅須恵器

宗
瑞
宗
匠
・
一
畑
寺
管
長
合
筆

義
山
老
師
筆 
「
山
雲
海
月
情
」　
　
　
　
　

床　

細
川
護
𤋮
公
御
筆　

独
座
大
雄
峯　
　

○
早
春
の
茶
会



（8）三斎流九曜会だより
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
九
日
㈷

【
濃
茶
席
】
観
音
寺
書
院

【
薄
茶
席
】
観
翠
庵
道
場 

富
士
の
間

  

来
客
者
数　

百
六
十
八
名

　

今
年
は
築
五
十
周
年
と
出
雲
大
社
の

大
遷
宮
が
重
な
り
、
茶
席
の
テ
ー
マ
は

自
ず
と
お
祝
い
を
意
識
し
た
設
え
と
な

り
ま
し
た
。
五
十
年
の
重
み
と
逆
に
若

さ
と
華
や
か
さ
を
表
す
た
め
、
お
点
前

は
今
一
番
伸
び
盛
り
の
若
手
三
人
が
担

当
し
ま
し
た
。
実
は
濃
茶
点
前
の
初
デ

ビ
ュ
ー
で
し
た
が
、
と
て
も
堂
々
と
し

た
お
点
前
で
後
見
し
な
が
ら
驚
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
茶
席
で
の
経
験
が
大

き
な
自
信
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

活
躍
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

○
雲
南
翠
木
会
四
十
周
年
記
念
茶
会

○
築
五
十
周
年
記
念

　

新
樹
の
茶
会

○
第
二
十
七
回 

出
雲
大
社

　
「
平
成
の
大
遷
宮
」大
茶
会

　

薄
茶
席
は
、
お
点
前
、
後
見
、
お
運

び
等
、
実
質
初
め
て
経
験
す
る
人
が
ほ

と
ん
ど
だ
っ
た
。
特
に
お
点
前
は
三
人

共
が
デ
ビ
ュ
ー
戦
と
な
っ
た
。
自
主
練

習
も
行
う
な
ど
し
て
本
番
に
臨
ん
だ
。

　

初
席
の
点
前
は
さ
す
が
に
三
人
と
も

が
緊
張
し
、
動
き
が
硬
い
場
面
も
あ
っ

た
が
、
回
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
慣
れ
て

い
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
前
を
発
揮
で

き
、
お
客
様
に
美
味
し
い
お
茶
を
点
て

ら
れ
た
と
思
う
。
お
菓
子
は
女
性
陣
、

点
出
し
は
男
性
陣
が
運
び
を
し
茶
席
の

雰
囲
気
作
り
も
奏
功
す
る
な
ど
、
新
樹

の
茶
会
ら
し
く
若
々
し
い
、
清
々
し
い

お
も
て
な
し
が
出
来
た
と
思
う
。

担
当　

濃
茶
席
・
薄
茶
席 

直
門

 　
　

　

右
に
つ
い
て
は
一
頁
〜
三
頁
に

　

詳
し
く
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
六
日
㈰

出
雲
大
社
神
苑　
　

担
当　

さ
く
ら
会

入
席
者
数　

一
、三
二
〇
人

平
成
二
十
五
年
六
月
二
日
㈰

出
雲
大
社
神
苑　
　

担
当　

辰
村
社
中

入
席
者
数　

約
二
、一
〇
〇
人

平
成
二
十
五
年
六
月
四
日
㈫
〜
五
日
㈬

出
雲
大
社
神
苑
（
西
側
北
）

来
客
者
数　

四
日　

一
、一
四
五
名

　
　
　
　
　

五
日　

一
、〇
七
八
名

　

六
十
年
に
一
度
の
大
遷
宮
の
茶
会
を

社
中
全
員
感
謝
の
心
で
奉
仕
さ
せ
て
頂

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
程
が
変
更
と
な
り
人
員
確
保
に
ど

の
社
中
も
大
変
で
し
た
。
二
日
間
共
に

一
千
人
を
超
え
る
お
客
様
に
担
当
社
中

全
員
体
制
で
対
応
し
、
お
陰
様
で
空
梅

雨
だ
っ
た
た
め
晴
天
に
恵
ま
れ
大
盛
況

○
出
雲
篝
舞
台
呈
茶

道
場
築
五
十
周
年

　

記
念
事
業
と
し
て
の

■ 

記
念
茶
会

■ 

記
念
改
修
工
事

■ 

家
元
御
献
茶

記
念
事
業
と
し
て

○
出
雲
大
社
お
も
て
な
し
の
茶

で
し
た
。
そ
の
反
面
、
真
夏
日
と
な
り

水
屋
の
気
温
は
三
十
五
度
以
上
と
猛
暑

の
中
、
水
分
補
強
を
し
な
が
ら
六
社
中

全
員
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
、
何
と
か

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

お
客
様
の
中
か
ら
三
斎
流
の
格
調
高

い
点
前
に
多
く
の
方
よ
り
お
褒
め
の
言

葉
を
頂
き
、
と
て
も
誇
り
に
思
い
こ
れ

か
ら
の
良
い
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
坂
根
屋
さ
ん
の
冷
や
し
た
お
菓
子

（
笹
餅
）
が
大
変
好
評
を
得
て
、
さ
ら

に
お
茶
席
を
引
き
立
て
て
貰
い
ま
し
た

こ
と
も
一
言
付
け
加
え
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

担
当　

大
田
社
中
・
安
来
社
中
・
米
子
社
中

大
平
社
中
・
杉
山
社
中
・
伊
藤
社
中

■ 

記
念
誌
の
発
行

■ 

記
念
茶
会

　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
八
日
㈰

　

於　

三
刀
屋 

峯
寺

献
茶
式　

森
山
宗
浦
家
元
様

　

昭
和
四
十
七
年
先
人
達
の
熱
意
に
よ

り
雲
南
翠
木
会
が
誕
生
し
た
。
そ
れ
か

ら
四
十
年
。
こ
れ
を
記
念
し
、
何
か
の

形
に
残
し
た
い
と
の
会
員
の
思
い
で
歩

み
を
ま
と
め
た
「
雲
南
翠
木
」
の
発
行

と
記
念
茶
会
を
計
画
し
た
。
私
は
記
念

茶
会
担
当
と
な
り
、
紅
葉
の
美
し
い
三

刀
屋
の
峯
寺
に
お
い
て
記
念
茶
会
を

行
っ
た
。

　

本
堂
で
は
宗
浦
家
元
様
に
よ
る
献
茶

式
、
書
院
の
間
で
は
長
板
一
段
で
の
薄

茶
席
（
辰
村
社
中
担
当
）
、
観
音
堂
前

で
は
野
点
席
（
沼
、
野
々
村
社
中
、
加

茂
会
が
担
当
）
を
設
け
た
。
前
日
の
準

備
は
あ
い
に
く
の
雨
で
心
配
し
た
が
、

当
日
は
青
空
の
下
雨
に
洗
わ
れ
た
紅
葉

が
一
層
映
え
、
木
々
の
彩
り
、
眼
下
の

町
並
み
、
さ
わ
や
か
な
風
を
肌
に
感
じ

一
服
の
お
茶
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い

た
。
約
二
百
名
の
方
々
が
来
山
さ
れ
、

四
十
周
年
を
祝
っ
て
頂
い
た
こ
と
を
会

員
一
同
心
よ
り
感
謝
し
、そ
し
て
会
員

同
士
の
絆
も
一
層
深
ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら

も
ま
す
ま
す
心
を
一
つ
に
し
、雲
南
翠
木

会
が
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

野
々
村　

和
子

観音寺書院　濃茶席 宙宝宗宇筆　萬歳

薄茶席担当　直門

薄茶席 富士の間


